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1．はじめに 
現在高等学校で教えられている対数は
「一般に，a＞0，a≠1のとき，任意の正の
数M に対して，M＝aXとなる Xの値 pが
ただ 1 つ定まる。この値を，a を底とする
M の対数といい，logaM で表す。」(『新編
数学Ⅱ』，2012，p.158)のように指数関数
の逆演算として定義されている。これから
対数の性質などを導き，それらを対数に関
する計算問題に利用している。しかし，現
在使用されている教科書の内容を見ると，
例えば，logaMN＝logaM＋logaN などの対
数の性質の学習では，対数の性質に対して
指数法則を利用して証明し，与えられた対
数に対して対数の性質などを形式的にあて
はめて計算するような問題を提示するだけ
で学習が終わっている。そのため，対数の
よさを実感しにくい生徒が少なからずいる
のではないかと考えた。 
また，現在の対数学習では対数表を用い
た対数計算は扱われていない。かつて対数
計算は計算機が普及するまでの重要な計算
手段であり，学校教育でも計算手段として
重視されていた。かつて対数計算が学校教
育でも行われていたことは社会における必
要性であった。片野善一郎(1995)は「対数
計算は計算技術としての価値はなくなった
といえる。しかし，数学教育の素材として
の価値が失われたわけではない。」と述べて
いる。このことから筆者は社会における対
数の必要性と価値が失われた今，数学教育
としての対数教材の価値を見直す必要が生
じると考えた。 
このような課題意識のもと，筆者は生徒
が対数のよさを実感するために，対数のよ
さに焦点を当てて，現在の対数学習の指導
系統を見直し，生徒が対数のよさを実感す
るような対数学習の確立を目指し，研究を
進めてきた。 
後藤(2012a)では，対数の歴史的展開を概
観することで，対数のよさを明らかにする
ための手がかりを掴むことができた。また，
現行の教科書の分析を基に，現在の対数学
習の特徴と問題点について考察し，それら
を踏まえて対数学習の改善点について明ら
かにした。 
後藤(2012b)では，対数の歴史的展開を考
察することで，「対数表において，数の掛け
算を対数の和に変換できる」，「小さな数で
大きな数を扱える，または大きな数で小さ
な数を扱える」，「多くの数学と関連付けて
教えることのできる」という対数のよさに
ついて明らかにした。そして，明らかにし
た対数のよさと後藤(2012a)で考察した現
在の対数学習の特徴と問題点を踏まえて，
「数学史を利用した対数学習」，「対数と身
近な事象を関連付けた対数学習」，「指数関
数と独立して対数を教える対数学習」とい
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 う対数のよさを実感する対数学習について
明らかにし，その具体例を示した。 
しかし，後藤(2012b)において明らかにし
た対数のよさを実感する対数学習によって，
明らかにした対数のよさが本当に伝えられ
るのか，現在の数学教育にその対数学習を
位置づけることができるのかという検証が
まだできていない。そのために，過去の学
習指導要領や教科書を分析し，これまでの
対数学習について考察し，それを踏まえて
現在の数学教育への位置づけという視点で，
対数のよさを実感する対数学習について考
察を深めたい。 
 本稿の目的は，対数のよさを実感する対
数学習について，過去の学習指導要領や教
科書の分析を基に現在の数学教育への位置
づけという視点を加えて再考察することで
ある。 
 
2. 対数学習の変遷について 
 本節では，対数学習の変遷について，戦
後直後から現在までの学習指導要領におけ
る対数学習に関する目標と内容を基に考察
する。分析の対象となる学習指導要領は
1951年告示，1956年告示，1960年告示，
1970年告示，1978年告示，1989年告示，
1999 年告示，2009 年告示のものである。
以下にそれぞれの学習指導要領における対
数学習に関する目標と内容を示し，それに
対する考察を述べる。 
 
(1) 1951年(昭和 26年)告示 
解析Ⅰ「Ⅷ 数計算を能率よくすること」 
A．目標  
1．対数を用いて，能率的に数の計算 
をする能力をうる。  
2．対数がどんな原理に基づいてつくら 
れたかを理解する。  
3．いろいろな計算の能率化のくふうの 
よさを知る。 
B．内容 
1．指数の拡張，および対数の意味 
a．具体的な数の計算をもとにして， 
指数の規約が指数法則をいつもな 
りたたせるように決めてあること 
を理解する。  
b．指数法則を用いて，計算を能率的 
にするようにくふうすること。  
c．対数の意味と対数計算の原理を明 
らかにすること。およびその有用 
なことを知ること。 
2．対数計算  
a．常用対数表の用い方を理解すること。 
および，10を底にとることが便利 
であることを明らかにすること。  
b．対数を用いて，日常生活や科学の 
研究に必要な諸計算を能率的にす 
ること。  
c．計算尺の原理を明らかにし，その 
使い方に慣れること。 
3．計算図表その他のくふう。  
a．対数目盛を用いた方眼紙によって 
函数関係を単純化して表わすこと。  
b．簡単な計算図表について，その原 
理や使用法を明らかにすること。 
 
解析Ⅱ 「Ⅳ 関数の概念を拡張し，完成す
ること」 
A．目標  
2．初等的な関数の性質を用いる能力を 
伸ばす。 
B．内容 
2．解析Ⅰで学習した初等的な函数の性 
質のまとめと発展 
b．比例関係は，対数目盛を用いると， 
直線で表されること。 
e．指数函数もまた単調に変化する函数 
であり，複利の計算など，日常の場 
面によく現れるものであること。 
f．対数函数もまた単調に変化するこ 
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 とを認めること。指数函数と逆の 
関係にあることを明らかにすること 
 
この年の学習指導要領で示された対数学
習について考察する。対数学習は解析Ⅰ，
解析Ⅱという科目の中に位置づけられてい
る。解析Ⅰにおける対数学習は，対数を用
いた数計算が重視されていたことが読み取
れる。解析Ⅰにおける対数学習の「B．内
容」から，解析Ⅰにおける対数学習の流れ
は対数の意味と対数計算の原理を明らかに
した上で，対数表の使い方を学習し，対数
を用いた数計算を行っていたことが読み取
れる。また，「計算尺」や「対数目盛を用い
た方眼紙」，「計算図表」も対数学習の内容
として位置づけられている。対数計算の中
に計算尺が位置づけられており，「計算尺の
原理を明らかにし，その使い方に慣れるこ
と」という表現から，計算尺を用いて数計
算を行っていたことが読み取れる。ここに
は示されていないが，解析Ⅰにおける対数
学習についての「C．用語」の中に「比例
部分の原理」，「指標」，「仮数」という表現
が書かれていることから，これらも対数学
習の中に位置づけられていたことが読み取
れる。解析Ⅱにおける対数学習は対数関数
の特徴に関する学習がなされていたことが
読み取れる。 
 
(2) 1956年(昭和 31年)告示 
数学Ⅰ「d．対数」 
A．目標 
形式不易の原理に基づく指数拡張の考え 
方を通して，累乗のひとつの逆演算とし 
て対数を導入し，代数的な演算がすべて 
可逆になるようにする。また対数計算に 
慣れさせることによって，代数的な考え 
方を深める。 
B．内容 
1．指数拡張の原理と，対数の意味とを 
明らかにする。 
2．いろいろな底の場合も，常用対数に 
帰着させることができることを明ら 
かにする。 
3．常用対数を用いる計算法を扱う。 
4．比例部分の原理を扱う。 
5．計算尺の原理を明らかにし，その 
使用法にふれる。 
 
数学Ⅱ「b．函数とそのグラフ」 
A．目標 
「数学Ⅰ」で扱った函数や，三次函数・ 
簡単な分数函数・無理函数および指数函 
数・対数函数について，函数値の増減の 
もよう，式の形，グラフの概形等につい 
ての特徴をまとめる。その際に，無限大 
や極限の考えを導入し，これによって上 
記の特徴をとらえる方法を明らかにする。 
B．内容 
2．簡単な底についての指数函数・対数 
函数の増減のもようおよびこれらが 
互に他の逆函数であることを明らか 
にする。 
 
 この年の学習指導要領で示された対数学
習について考察する。対数学習はこの年の
学習指導要領から「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」と
いう科目の中に位置づけられている。「解析
Ⅰ」における内容が「数学Ⅰ」に，「解析Ⅱ」
における内容が「数学Ⅱ」にそのまま移っ
たような形になったことが読み取れる。そ
して，この年の学習指導要領で示された対
数学習に関する目標や内容，本稿では述べ
られていないが「用語と記号」の部分を見
ると，「計算図表」，「対数目盛を用いた方眼
紙」という表現が書かれていない。このこ
とから，「計算図表」，「対数目盛を用いた方
眼紙」に関する学習内容がこの年の学習指
導要領において削減された可能性がある。 
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 (3) 1960年(昭和 35年)告示 
数学Ⅰ「(3) 関数とそのグラフ」 
A．目標 
関数の概念の理解を深め，初等的な関数
について，その関数の特徴を明らかにする。 
B．内容 
ウ 指数関数 
(ア) 指数の拡張 
(イ) 簡単な底の指数関数 
エ 対数関数 
(ア) 対数 
(イ) 指数関数と対数関数との関係 
(ウ) 対数計算，計算尺の原理 
 
 次に，この年の学習指導要領で示された
対数学習について考察する。この年の学習
指導要領から，対数学習は「数学Ⅰ」とい
う科目の中に位置づけられている。これま
で対数学習は 2つの科目に分けられていた
が，この年の学習指導要領では，1つの科
目に統一して対数に関する内容を教える形
となったといえる。さらに，数学Ⅰにおけ
る対数学習の「A．目標」の「関数の概念
の理解を深め，初等的な関数について，そ
の関数の特徴を明らかにする」という表現
から，関数に関する内容を重視した対数学
習に移行しつつあることが読み取れる。そ
して，この年の学習指導要領で示された対
数学習に関する目標や内容，本稿では述べ
られていないが「用語と記号」の部分を見
ると，「比例部分」という表現が書かれてい
ない。このことから，「比例部分」に関する
学習内容がこの学習指導要領において削減
された可能性がある。 
 
(4) 1970年(昭和 45年)告示 
数学Ⅰ「B．解析 (2) 簡単な関数」 
A．目標 
二次関数など簡単な関数の特徴について 
理解させる。 
B．内容 
イ 指数関数，対数関数の意味 
 
次に，1970年(昭和 45年)告示の学習指
導要領で示された対数学習について考察す
る。対数学習は前回と同様「数学Ⅰ」とい
う科目の中に位置づけられている。この年
の学習指導要領で示された対数学習の内容
も関数を重視した内容であるといえる。こ
の年の学習指導要領の対数学習に関する目
標と内容の部分は簡潔に書かれていて詳細
はわからないが，この年の学習指導要領に
おける対数学習の「内容の取扱い」につい
て「対数計算は取り扱わないものとする」
と記載されていることから，この年の学習
指導要領では対数計算に関する内容が削減
されたといえる。 
 
(5) 1978年(昭和 53年)告示 
数学Ⅱ「(5) いろいろな関数」 
A．目標 
「数学Ⅰ」における二次関数，簡単な分 
数関数・無理関数の学習に続いて，指数 
関数，対数関数，三角関数についてその 
特徴をとらえさせ，関数の概念について 
の理解を一層深める。 
B．内容 
ア 指数関数 
イ 対数関数 
 
基礎解析「(2) 関数」 
A．目標  
数列や指数関数，対数関数及び三角関数 
について理解させるとともに，微分法・ 
積分法の基礎的な考えを理解させ，簡単 
な整関数の範囲でそれらを活用する能力 
を養う。 
B．内容 
ア 指数関数 
イ 対数関数 
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 (6)1989年(平成元年)告示 
数学Ⅱ「(1) いろいろな関数」 
A．目標  
「数学Ⅰ」に続く内容として，指数関数 
や三角関数,図形と方程式及び関数の値 
の変化について理解させ，基礎的な知識 
の習得と技能の習熟を図り，事象を数学 
的に考察し処理する能力を育てる。 
B．内容 
ア 指数関数  
(ア) 指数の拡張 
(イ) 指数関数 
(ウ) 対数関数 
 
(7)1999年(平成 11年)告示 
数学Ⅱ「(3) いろいろな関数」 
A．目標  
三角関数，指数関数及び対数関数につい 
て理解し，関数についての理解を深め， 
それらを具体的な事象の考察に活用でき 
るようにする。 
B．内容 
イ 指数関数と対数関数  
(ア) 指数の拡張 
(イ) 指数関数 
(ウ) 対数関数 
 
(8)2009年(平成 21年)告示 
数学Ⅱ「(3) 指数関数・対数関数」 
A．目標 
指数関数及び対数関数について理解し， 
それらを事象の考察に活用できるように 
する。 
B．内容 
イ 対数関数 
(ア) 対数 
(イ) 対数関数とそのグラフ 
 
 最後に，1970年(昭和 45年)告示以降の
学習指導要領で示された対数学習について
考察する。対数学習は 1970年(昭和 45年)
告示の学習指導要領において、選択科目で
ある「基礎解析」と基礎解析における内容
を精選した「数学Ⅱ」の中に位置づけられ
ているが，1989年(平成元年)告示の学習指
導要領以降では，「数学Ⅱ」という科目の中
に位置づけられている。それぞれの対数学
習の内容は前回の学習指導要領で示された
対数学習と同様，関数を重視した内容であ
るといえる。それぞれの学習指導要領にお
ける対数学習の「内容の取扱い」について
「対数計算は取り扱わないものとする」と
記載されていることから，1970年(昭和 45
年)告示以降の学習指導要領で示された対
数学習において対数計算は扱われていない
ことがわかる。 
 
 以上のことから，現在の対数学習は過去
の対数学習と比べて内容が大幅に削減され，
精選されたものになっていることがいえる。
また，対数学習の重点は学習指導要領の改
定により，対数計算から関数へと変わって
いったことも読み取れる。しかし，対数の
よさという視点で考えてみると，削減され
た学習内容の中には対数のよさを実感する
ものがあったのではないか。その対数のよ
さを実感できる内容が削減されたために，
現在の対数学習が形式的に公式を当てはめ
て計算するといった，対数の真の理解に至
っていない学習になっていると考える。つ
まり，対数のよさを実感する対数学習によ
って，対数を本当の意味で理解することが
できると考える。削減された内容から，対
数のよさを見いだし，対数のよさを実感す
る対数学習として，現在の数学教育に位置
づけることができれば，対数を本当の意味
で理解することができると考える。そこで，
次節では削減された内容から対数のよさを
見いだせるかどうかを探るために，過去の
教科書を見ていく。 
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 また，対数学習の変遷についてまとめる
と，表 1 のようになる。「常用対数」に関
する学習内容は「常用対数表を用いた対数
と真数の求め方」，「指標と仮数の性質」，「比
例部分の法則」と分けられる。これらの内
容は 1970 年告示の学習指導要領で示され
た対数学習から，学習内容として扱われな
くなったが，常用対数表の見方や 230 など
の桁数の多い数の桁数を求める学習が扱わ
れるようになった。「対数計算」とは常用対
数表や対数の性質を用いて，複雑な乗除計
算などの方法についての学習である。 
 
3. 過去の教科書から見る対数のよさ 
 本節では，削減された内容から対数のよ
さを見いだせるかどうかを探るために，過
去の教科書を見ていく。対数学習の変遷に
ついて，これまでの対数学習は学習指導要
領が改定されるにつれて，学習内容が削減
され，精選されていったことがいえる。よ
って，『解析Ⅰ』における対数学習は他の科
目での対数学習よりも学習内容が豊富であ
ったことがいえる。よって，『解析Ⅰ』にお
ける対数学習の内容が記載された教科書を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分析し，『解析Ⅰ』における対数学習の特徴
について明らかにする。そして，『解析Ⅰ』
における対数学習の内容から見いだせる対
数のよさについて，後藤(2012b)で明らかに
した対数のよさと比較して考察する。  
 
3.1 『解析Ⅰ』における対数学習の特徴 
 『解析Ⅰ』における対数学習の内容が記
載された教科書は全部で 11 冊ある。その
中で分析に使用した教科書は 9 冊である。
『解析Ⅰ』における対数学習の内容は大ま
かに分けると，以下の 7つに分けることが
できる。 
 
1．対数の定義とその意味 
2．対数の性質 
3．対数関数のグラフとその特徴 
4．対数表 
5．対数計算 
6．計算尺 
7．対数方眼紙 
 
 「対数の意味」では，対数を定義し，指
数と対数の関係について学習する。それぞ
表 1：対数学習の変遷 
(筆者による) 
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 れの教科書において，対数の導入の仕方に
違いが見られた。 
 「対数の性質」では，logaMN＝logaM＋
logaN などの対数の性質があることを示し，
その証明方法や与えられた対数が対数の性
質を用いて表せることを学習する。 「対
数関数のグラフとその特徴」では，対数関
数の特徴や指数関数と対数関数のグラフの
関係について学習する。 
 「対数表」では，常用対数の特徴，指標
と仮数の性質，比例部分の原理を基に対数
表の使い方について学習する。 
 「対数計算」では，「対数の性質」や「対
数表」を基に複雑な乗除，累乗・累乗根の
計算方法を学習する。 
 「計算尺」では，計算尺の構造と原理に
ついて学習したことを踏まえて，計算尺を
用いた乗除，累乗・累乗根，比例式の計算
方法を学習する。練習問題では，計算尺の
原理に関する問題や計算尺を用いて複雑な
乗除，累乗・累乗根，比例式の計算問題が
出題されている。 
 「対数方眼紙」では，対数尺を用いて，
数量関係を簡単な図形として捉える方法と
して，片対数方眼紙や両対数方眼紙の原理
やそれらの紙に描いたグラフの特徴につい
て学習する。練習問題では，対数方眼紙に
描いたグラフがなぜ直線になるかを考えさ
せる問題や，与えられた関数のグラフを対
数方眼紙に描かせる問題などが出題されて
いる。 
 
3.2 対数のよさ 
 『解析Ⅰ』における対数学習の内容から
見出せる対数のよさについて，後藤(2012b)
で明らかにした対数のよさと関連させなが
ら考察する。 
 『解析Ⅰ』における対数学習の内容から
見出せる対数のよさについて，次の 3つを
見いだすことができた。 
① 複雑な乗除などの計算が対数の和や差
などに帰着されることで容易になる 
② 対数尺を用いることで，複雑な乗除計算
などが容易になる 
③ 対数尺を用いることで，数量関係を単純
化して表せる 
 
①について考察する。①は削減された内
容の中で対数計算，計算尺の学習から見出
すことができる。例えば，1.632×3.465＝
Xとおき，Xを求めるとする。両辺の常用
対数をとると，log101.632＋log103.465＝
log10Xとなる。log101.632，log103.465の値
を対数表や比例部分を用いて求め，log10X
を求める。Xとなる数を対数表や比例部分
を用いて求める。つまり，複雑な乗除計算
などが対数の和や差などに帰着されること
で容易になることがわかる。計算尺は 2つ
の対数尺の目盛を合わせることで，複雑な
乗除計算などが容易になる。 
②について考察する。②は削減された内
容の中で計算尺の学習から見出すことがで
きる。図 1のように 1，2，3，……，Xの
対数に比例する点に 1，2，3，……，Xと
目盛った目盛，つまり基点から log10Xの所
にXと目盛った目盛のことを対数目盛とい
う。図 1は対数尺という対数目盛を刻んだ
ものさしである。 
 
 
図 1：対数尺① 
(清水辰次郎ら，1951，p.136) 
 
対数尺を 2つ使い，対数尺をすべらせてそ
れぞれの対数尺の目盛を合わせることで，
複雑な乗除計算などが容易にできるように
したのが計算尺である。 
例えば，2×3という計算について計算尺
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 を用いると，図 1で基点が目盛 1であるか
ら，一方の対数尺を固定して，もう一方の
動かす対数尺の基点の目盛 1を，固定した
対数尺の目盛 2の位置に合わせる。固定し
た対数尺における基点から目盛 2までの距
離は log102，動かす対数尺における基点か
ら目盛 3までの距離は log103であるから，
固定した対数尺における基点から log102＋
log103の距離にあたる目盛を読むと，6と
わかる。つまり，対数尺を用いることで，
複雑な乗除計算などが容易になることがわ
かる。 
 ③について考察する。③は削減された
内容の中で対数方眼紙の学習から見出すこ
とができる。対数尺を利用したものに図 3
のような対数方眼紙がある。 
 
図 2：対数方眼紙 
(菅原正巳，1951，p.254) 
 
図 3の左図は縦軸が対数目盛である片対数
方眼紙，右図は縦軸，横軸がともに対数目
盛である両対数方眼紙である。一般に，関
数Y＝c・aXのグラフを片対数方眼紙や両
対数方眼紙で表すと，直線になる。実際，
両対数方眼紙に関数Y＝c・aXのグラフを
描くと，縦軸，横軸がともに対数目盛であ
るから，Y＝c・aXの両辺に常用対数をとる
と，log10Y＝log10c＋X・log10aとなる。log10Y
＝Vとおくと，傾きが log10a，切片が log10c
の比例のグラフとなる。つまり，対数尺を
用いることで，数量関係を単純化して表せ
ることがわかる。 
 
4. 対数のよさを実感する対数学習の再
考察 
 本節では，これまでの対数学習の変遷と 
これまでの対数学習において削減された学 
習内容から見出した対数のよさを基に，対 
数のよさを実感する対数学習について数学 
教育への位置づけという視点を加えて再考 
察し，その具体例を示す。 
4.1と 4.2については，後藤(2012b)で明ら 
かにしたが，本稿ではどのような場面で生 
かされるのかについて考察を深めていく。 
4.3と 4.4については，本稿で新しく提示す 
るものである。 
 
4.1 等差数列と等比数列の対応表を用い
た学習 
 表 2はY＝2Xにおいて，Xに－6から 12 
までの整数を与えてYの値を求めたもので 
ある。筆者はこの表 2のように等差数列と 
等比数列の対応表の中に見られる仕組みを 
考えさせる学習は対数の導入や対数の性質 
の理解に有効であると考える。 
 
表 2：等差数列と等比数列の対応表 
(近藤基吉ら，1953，p.225) 
 
 
例えば，この表 2のみを用いて 32×128
を考えさせるとする。まずは，下の欄Yの
値 32，128に対応する上の欄Xの値を求め
させる。32，128に対応する上の欄Xの値
はそれぞれ 5，7である。次に，5と 7の和
を求めさせる，5＋7＝12である。さらに，
上の欄Xの値 12に対応する下の欄Yの値
を求めさせる。12に対応する下の欄Yの
値は 4096である。つまり，Yの間の乗法
はXの間の加法に帰着されることがわかる。
また，上欄の数Xは，2を底とする下欄の
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 数Yの対数である。つまり，この表で指数
1，2，3，4，……は 2を底とした 2，4，8，
16，……の対数であり，それぞれ log22，
log24，log28，log216，……で表される。そ
して，32×128と同様の計算を行わせ，表
1に見える仕組みとは何かを考えさせる。
つまり，下の欄Yの値の乗法はYに対応す
る上の欄Xの値，つまりYの対数の和に帰
着されることを実感するだろう。これは，
「複雑な乗除計算などが対数の和や差など
に帰着されることで容易になる」という対
数のよさである。また，表 2の中に見られ
る仕組みは対数の発明者Napierが対数表
を作るアイディアであったから，対数表と
のつながりをもつことができる。 
このような表を用いて，表の中に見られ
る仕組みを考えさせる学習活動によって，
表の中に見られる仕組みを理解し， 
logaMN＝logaM＋logaNという対数の性質
の理解に役立つと考える。同様に，
loga(M/N)＝logaM－logaN，logaMn＝n・
logaMなど，他の対数の性質の理解にも役
立つと考える。また，対数を考えるきっか
けにもなると考える。よって，このような
表を用いた学習は対数の導入や対数の性質
を学習する場面に位置づけることができる
と考える。 
 
4.2 常用対数表を用いた学習 
 現在の対数学習において，常用対数表に 
関する学習は常用対数表の見方について説 
明し，与えられた常用対数の値を常用対数 
表を用いて求める学習のみであり，常用対 
数表は教材として有効に利用されていない 
といえる。筆者は常用対数表の中に見られ 
る仕組みを考えさせる学習は対数の性質の 
理解に有効であると考える。 
表 3は教科書の巻末にある 1.00から
9.99まで，0.01ごとの数について，その常
用対数を，小数第 5位以下を四捨五入して，
第 4位までを求めたものである。 
 
表 3：常用対数表(一部) 
(大矢雅則ら，2007，巻末) 
 
 
例えば，1.63×2.54のような計算を考え
させるとする。このとき，対数表のみを用
いてこの計算を考えさせる。まずは，1.63，
2.54の常用対数 log101.63，log102.54を常
用対数表から求めさせる。すると，log101.63
＝0.2122，log102.54＝0.4048である。次に，
log101.63と log102.54の和を求めさせる。
log101.63＋log102.54＝0.2122＋0.4048＝
0.6170となる。さらに，0.6170に対応す
る数を求めさせる。0.6170に対応する数は
4.14であり，log104.14＝0.6170である。そ
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 して，実際 1.63×2.54の計算を筆算で計算
させる。実際，1.63×2.54＝4.1402である。
そして，1.63×2.54と同様の計算を行わせ，
常用対数表に見られる仕組みとは何かを考
えさせる。多少誤差はあるが，このような
活動を通して，数の乗法が対数の和に変換
されることを実感するだろう。これは，「複
雑な乗除計算などが対数の和や差などに帰
着されることで容易になる」という対数の
よさである。また，常用対数表の中に見ら
れる仕組み意味を考えさせることは当時の
対数の必要性について考えることにもつな
がるので，対数に対する理解が深まると考
える。 
このように常用対数表を用いて常用対数
表の中に見られる仕組みを考えさせる学習
活動によって，常用対数表の中に見られる
仕組みを理解し， logaMN＝logaM＋logaN
という対数の性質の理解に役立つと考える。
同様に，loga(M/N)＝logaM－logaN，logaMn
＝n・logaMなど，他の対数の性質の理解に
も役立つと考える。よって，このような常
用対数表を用いた学習は対数の性質の学習
に位置づけることができると考える。 
 
4.3 対数尺を用いた学習 
例えば，図 3のように目盛が 1，2，3，7，
10のみが与えられた対数尺とコンパスを
用いて 4，5，6，8，9の目盛の位置を求め
させるとする。4の目盛の位置を求めると
する。 
 
図 3：対数尺② 
(筆者による) 
 
4の目盛の位置を求めるためには，対数
の性質を利用する。4の常用対数をとると，
log104＝log10(2×2)＝log102＋log102 である。
コンパスを用いて，コンパスの両端を目盛
の 1と 2に合わせると，コンパスの幅は図
2のように log102となる。また，この log102
の長さを目盛 2から右方に測りとれば，測
りとった点は 2×2で 4である。 
目盛 5の位置を求めるためには，log102
の長さを目盛 10から左方に測りとれば，
10/2＝5が得られる。理由は図 2から明ら
かであろう。目盛 8，9についても同様で
ある。目盛の位置を求めるためには対数の
性質を利用することが必要となってくる。 
さらに，このような対数尺を 2つ作らせ，
例えば2×7のような乗除計算をさせるとす
る。計算尺を用いると，図 2で基点が目盛
1であるから，一方の対数尺を固定して，
もう一方の動かす対数尺の基点の目盛 1を，
固定した対数尺の目盛 2の位置に合わせる。
固定した対数尺における基点から目盛 2ま
での距離は log102，動かす対数尺における
基点から目盛 7までの距離は log107である
から，固定した対数尺における基点から
log102＋log107の距離にあたる目盛を読む
と，14とわかる。つまり，「対数尺を用い
ることで，複雑な乗除計算などが容易にな
る」対数のよさを実感することができる。 
このような対数尺の目盛の位置を求める
学習活動によって，対数の性質の理解を深
めるのに役立つと考える。対数尺の目盛の
位置を求めるためには，対数の性質を利用
することが必要となるからである。また，
対数尺を用いることで，それぞれの常用対
数の大きさを長さとして視覚的，感覚的に
捉えやすくなる。さらに，このような対数
尺を 2つ作れば，計算尺となり，簡単な乗
法や除法の計算を行うことで，対数の有用
性を実感させることにもつながると考える。
よって，このような対数尺を用いた学習は
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 対数の性質の理解を深める学習として位置
づけることができると考える。 
 
4.4 対数方眼紙を用いた学習 
例えば，表 4のように，バクテリアの細
胞分裂において，バクテリアの分裂回数X
に対するバクテリアの個数Yの値を示した
表を与え，バクテリアが 12回分裂したと
きのバクテリアの個数を求めさせるとする。 
 
表 4：バクテリアの細胞分裂における分裂 
回数とその個数 
(筆者による) 
 
 
まず，両対数方眼紙に表の値をとり，グ
ラフを描かせる。そのグラフは直線となり，
そのグラフからバクテリアが 12回分裂し
たときのバクテリアの個数を読み取ると，
4096個とわかる。 
次に，バクテリアの分裂回数Xとそれに
対する個数Yの関係式を求めさせる。その
関係式はグラフからY＝2Xとわかる。 
さらに，曲線であるY＝2Xのグラフがな
ぜ直線になるのかを考えさせる。その理由
は，この両対数方眼紙の縦軸，横軸がとも
に対数目盛をとっているからである。実際，
Y＝2Xの両辺の常用対数をとると，log10Y
＝X・log102となる。log10Y＝Vとおくと，
V＝log102・Xとなり，原点を通り，傾きが
log102の比例のグラフとなる。一般に，関
数Y＝c・aXのグラフを片対数方眼紙や両
対数方眼紙で描くと，そのグラフは直線に
なる。 
このような対数方眼紙を用いて，Y＝c・
aXの関係になる事象について考察したり，
対数方眼紙に表したグラフがなぜ直線にな
るかを考えさせる学習活動によって，対数
に対する理解が深まったり，対数の有用性
を実感するのに有効であると考える。それ
は対数方眼紙に描いたグラフが直線になる
ことで，Y＝c・aXで表される事象の関係が
明らかになるからである。これが「対数尺
を用いることで数量関係を単純化して表せ
る」という対数のよさである。よって，こ
のような対数方眼紙を用いた学習は，対数
の応用として位置づけることができると考
える。 
 
5. まとめと今後の課題 
 本稿の目的は対数のよさを実感する対数
学習について，過去の学習指導要領や教科
書の分析を基に，現在の数学教育への位置
づけという視点を加えて再考察することで
あった。 
これまでの対数学習の変遷を見ると，こ
れまでの対数学習は学習指導要領が改定さ
れるにつれて，学習内容が削減され，精選
されていったことがいえる。このことから，
対数のよさを実感できる内容が削減された
ために，現在の対数学習が形式的に公式を
当てはめて計算するといった，対数の真の
理解に至っていない学習になっているとい
える。現在の対数学習では，「230のような
桁数の多い数の桁数を求めることができる」
対数のよさしか実感することができない。 
しかし，削減された内容には，「複雑な乗
除などの計算が対数の和や差に置き換えら
れることで容易になる」，「対数尺を用いる
ことで，複雑な乗除計算などが容易になる」，
「対数尺を用いることで，数量関係を単純
化して表せる」対数のよさを実感するもの
があった。つまり，対数のよさを実感でき
る内容が削減されたために，現在の対数学
習は形式的に公式を当てはめて計算すると
いった，対数の真の理解に至っていない学
習になっているのであり，第 4節で示した
対数のよさを実感する対数学習によって，
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 対数を真の意味で理解することができるの
である。本稿では，現在の数学教育に位置
づけられる可能性を示すことができたが，
明らかにした対数のよさを実感する対数学
習によって，生徒が対数のよさを実感する
ことができるかどうかについては，今後検
証していきたい。 
今後の課題は，高校生に対してアンケー
ト調査を行い，その結果を分析することに
より，生徒が現在の対数学習に対して抱え
る問題点を明らかにしていくことである。
その上で，本稿で明らかにした対数のよさ
を実感する対数学習を現在の数学教育へ位
置づける方策をさらに探究していきたい。 
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